
（別添資料２）

◆環境マネジメントシステム認証制度の例◆

事業者が、その事業経営の中で自主的に環境保全に関する取組を進めるに当たり、環境に関する方針や目標を自ら設定し、

これらの達成に向けて取り組み、その取組結果を確認・評価し、改善していくこと（環境保全の取組に係るPDCAサイクル）を

「環境マネジメント」といい、そのための事業者内の体制・手続等の仕組みを「環境マネジメントシステム」（EMS）という。その

主な例は以下のとおりであるが、他にも地方版のEMSや、運送事業者を対象としたグリーン経営認証制度などがある。
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地方版EMSの例：

北海道環境マネジメントシステムスタンダード（HES)，青森環境マネジメントフォーラムAES， いわて環境マネジメントフォーラムIES，みち

のくEMS，三重環境マネージメントシステム（M-EMS），宝塚環境マネジメントシステム（TEMS）， 神戸環境マネジメントシステム(KEMS) 、京

都環境マネジメントシステムスタンダード（KES）等

エコステージ

概要 ISO審査登録機関及び認定機

関で構成。国際的に認められた

第三者認証制度。1996年に制

定。

環境省が策定した中小企業に

も取り組みやすい環境マネジメ

ントシステム。2004年に開始。

把握すべき環境負荷指標を特

定しているほか、環境活動レ

ポートの作成・公表を必須要件

としている。

ISO14001取得前から取得後も

含めた環境マネジメントシステ

ム。5段階の認証ステージがあ

る。エコステージ2はISO14001

の要求事項を全て含んでおり、

エコステージ2の認証を取得で

きれば、ＩＳO14001に挑戦可能

なレベルとなる。
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